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鎖却

序 書

別に報告1わしたようにササは薬液に抽出されやすしまた繊維も細小であり，俵肢の

柔細胞が多いから，パルプ化する場合はこれらの点にとくに注意する必要がある。中性亜

硫酸ソーダ法は，高I攻量パノレプの代表的なものの 1つであるが，ササのよ・うな原料に対し

てはもっとも適していると考えられる。すなわちリグニンは0.5%NaOHにもよく抽出さ

れるが，ぺントーザンの抽出量はこの程度のアルカリには比較的少ないからである a 木

材を原料とする中性亜硫酸ソーダ法はすでに多くの報告い4)，17-48)があるが，ササを原料

とするものは木材工業便覧4りのものが参考となる唯一の報告でらる。筆者等の蒸解条件

は STEPHENSONの著書中川のものを基礎として，これを参考にして数条件をきめてパルプ

化した。蒸解とパノレプの分析は当教室において行ったが，繊維板試験は北海道林業指導

所，紙力試験は北日本製紙株式会社江別工場研究室において行った。

この研究を行うにあたって，いろいろと御支授下さった北大演習林長大沢正之博士，

繊維板試験の便宜を与えられた北海道林業指導所長柳下鋼造氏，次長小林庸秀氏，部長保

坂秀明氏，直接御援助下さった鈴木弘，長島隆両技師はじめ研究室のかたがた，紙力試験

の便宜を与えられた北日本製紙株式会社江別工場長曽良中清作氏，研究課長上野桂助氏，

中村芳雄氏，児玉栄一氏はじめ課員のかたがたに深く感謝する。なお研究費の一部は文部

省科学研究費によったことを附記して謝意を表する。

I.試料

試料は北海道札幌市郊外，定山渓産のネマガリダケで，加工用として8尺に採取し，

市販されていたものである。これの理学的性質は別に報告1りした通りであるが，全重量

137kg伶00本)， 1本の平均重量343g，元口径 14-24mm，平均18.4mmの大型ササで，

これを3-5cmの長さに切断し，カビの発生を防ぐため，金網にのせて約1週間ボイラー

上で風乾朕態まで乾燥させたものを，プレスを用いて 4つ割にし，さらに 1箇月間空中に

放置して空中湿度と平衡にした後，大型のデvケーター中に保存し，水分を測定して試験

に供した。

切断の際に生じた鋸屑は60-100メッ νュの部分をとって，木材分析法に従って分訴

したがその結果はつぎのようである。

灰分[冷水?温水1%Nヰ三zlhy:|ごμ|
ω 川 I 10.51 I ωI 6.44 _L::.17 I 初回

% 

セルロ 1.... 
ザ lリクユン

53.18 I 21.71 
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また繊維の形と大きさを測定した結果11)はつぎのようである。

J|維MifへvF孟EMin. AVo I繊維比

-3.46γ0.26 1 沼 1~-34 4 13.7 93 

II. 蒸解と生成バルブの分析

1. 費験方法

実験に用いたオ{トクレーヴは砲金製3f.容 1個 (a)と1.5f.容(鉛の内張したもの)1

個(c)と，ステシレス製3f.容 1個 (b)の計3個であった。 3f.容のオートクレーヴには風乾

試料を絶乾300g相当量をとり 5倍量の蒸解液を加え， 1.5 f.容のものには試料，蒸解液

ともその 1/2をとり， (a)， (b) 2者はガスパーナーを用い， (c)は電熱によって加熱した。途

中ガス抜きを行い，一定条件の下で蒸煮した。パルプはオートクレーヴの冷却後，布袋に

取出してから水道の蛇口にかけて 1日間水洗し， 水をきってから， その 1/4をとって 105

OCの電気乾燥器中で乾燥して牧量をもとめ， 残りの 3/4はロッド・ミノレによって解織し，

80メッi/ュのふるい上で水洗してから，手漉器を用いて薄紙をつくり，常法に準じて分析

した。廃液はその容量を測定したのち，硝子電極の pHメ{夕{によって pHを測定した。

2. パルプの』投量と組成

蒸解条件は蒸解温度1600Cと1700Cの2種，その時聞は2時聞を基準とし，絶乾試料

に対する薬品の用量は， NaS038%， NaHC033.17%を基として， (液比は常に 1:5である

から，薬液濃度はその 1/5)，Na]S03とNaHCOsの割合をつねに8:3.17に保ちながら，そ

の濃度，すなわち用量を 1，1.5， 2， 2.5倍に増したもの(第1表)と，両薬品の添加量の和を

8+3.17=11.17%と一定にしてその中で両者の割合を変えたもの(第2表)とであった。従

って廃液の pHから考えて，適当と思われないものもあったが，J¥:l(量とパノレプの性質の関

係を検討するための基礎研究としてこれをえらんだ。その他にパップァーとして NaョCOs

を用いて数回蒸解を行った(第3表)。 その結果は第1-10表および温度と圧力の経過の

朕態は附表のようである。これをパノレプの牧量の順にならペ，その化学的組成を示したも

のは第4-6表のようである。 さらにまたペシトーザシの集約的利用の見地から， ペント

{ザコ/がパノレプ， CRoss-BEVANセノレローズ， および a-セノレロ日ズへ移行する有様を検討

するため，これらのぺントーザシについて定量した結果は第7表のようである。
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第 1表 中性亜硫酸ソーダ法における蒸解除件

パルプ牧量，廃液の pHおよび各成分の浅か率(%)

賓験|薬品問H量 (~I セ嘉♂2f l 17ぴC，2hr 
繍 IN凶 031NaHぬ |(4)|(b)

1600C， 2hr 
(c) 

セルローズ 91 セノレローズ 96 七ノレローズ102
4lc量 61.0 救量66.1 4lc量 74.7

N8  8.0 3.17 ベントーザン 38 ペントーザン 40 ベント戸ザン 61 
pH4.8 

リグニン 42 
pH4.8 

リグニン 52 
pH5.5 

リグニン 62 

N4  12.0 4.76 
4主量60.4 --i 4lc量 60.9 --I J¥t量64.4

ペシト戸ザン 401 --:ントーザン 41 1 --:シト戸ザン 50 
pH5.2 

リグニン 381 
pH5.4 

リク
e

ニン 39 1 
pH 5.4 

リグユン 44 

セノレローズ 89 セノレローズ 96 セノレローズ 97

16.0 
4lc量 56.1 J¥t量60.4 救量62.8

N3  6.34 ベンlーザシ 40 ペント戸ザン 46 ベント同ザン 46 
pH6.0 

リグニン 25 
pH6.9 

リグニン 33 
pH6.2 

リグニン 34 

セルーニロザ

y

ンズ
a9祖mn011l

!l 

4総

p

量

H
&547 
0 
セルローズ 89

N2  
牧量56.3

20.0 7.93 ベント ベント戸ザン 34
pH9.1

リグ リグニン 22

第 2表 中性亜硫酸ソ』ダ法における蒸解除件

パルプ救量，藤波のpHおよび各成分の残存率(%)

貧験|薬品添加量(%Lj 水煮前慮迎
1._ ~~ 1._ _:.~~ 1 170

o
C. 2hr 1700C， 2hr 

(b) 

160oC， 2hr 

(c) 
番貌 INa2SOa I NaHC031 

~.v i: j ."'""""'j."u.l.vv'j (a) 

セノレローズ 92
4lc量 66.1 4t量 66.5 --1 4t量 75.2

N5  1.16 3.17 ベントーザン 29 ペントーザン '2il ベシトーザシ 57 
pH 3.9 

Pグニン 51 
pH 3.9" "̂ _.  .." I pH 4.4 リグニン 52 リグニン 70 

4lc量 63.1
レローズ 95 セノレローズ 96 セノレローズ101

4lc量 67.5 救量73.6
N 9 。11.17 ベント戸ザン 24 ベントーザン 38 ベントーザシ 51 

pH4.7 
リグニン 37 

pH4.8 pH5.2 
リグニン 61 リグ=ン 56 

七ノレローズ 99 セノレローズ101
4t量 77.3

ノレローズ107
J¥t量66.9 牧量69.9

N 7 1.16 9.51 ペシトーザン 33 ベントーザン 39 ベンIーザン 63 
pH4.7 

リグニン 44 
pH4.9 pH5.5 

リグニン 67 リグニン 56 

七ルローズ 86
4t量 63.6

レローズ 93 セノレローズ 94
救量58.7 救量66.4

N 6 5.59 5.59 ペントーザン 17 ペント戸ザン 38 ベントーザン 44 
pH4.5 

リグユン 40 
pH4.8 pH 4.8 

リ夕、「ニン 55 リグユン 50 

セノレローズ 91 セノレローズ 96
牧量74.7

ローズ102
政量61.0 救量66.1

N8  8.00 3.17 ベントーザン 38 ベントーザン 40 ベシトーザシ 61 
pH4.8 

リグユン 4帥2 
pH4.8 pH5.5 

リグ、ニン 62 リグニン 52 

セルローズ 87 セノレローズ 87
4t量 65.7

ローズ 92
牧量56.9 4lc量 57.2

N10 。 ベントーザン 28 ペントザン 担 ペントーザン 48 
pH4.5 

リグニン 34 
pH4.5 

リグュ
ι

ン 38 
pH5.0 

リグユン 51 



賞番験披
薬品添加量(%)I 180.C， 2hr 

ぬ品川aro;[ (a) 

Nll 8 2 

N12 5 5 

セノレローズ103

救量65.2

N13 。 10 ヘント 28
ーザン

pH5.0 

リグエン 45 

第 3表 中性亜硫酸ソーダ法における蒸解f条件

パルプ牧量，廃液のpHおよび各成分の獲す率(%)

水煮前庭王星 170.C， 2.hr 
170

0

C， 2hr 

(a) (b) 

セノレローズ了 95 セノレローズ 98

J¥k量 60.4 牧量71.3
ベント 35
ーザン

むント 50
ーザン

pH5.0 pH5.4 

リグニン 39 リグニン 61 

セノレロース~ 93 

J¥主量回.5

一 ベント 28
ーザン

pH4.7 

リグニン 47 

セノレローズ106

J¥k量81.0
ヘント 69
ーサr ン

pH7.7 

リグニン 79 

(170
0

C， Ohr) 

160.C， 2 hr 150.C， 4hr 

(巴) (a) 

セノレ口一ズ 92

牧量68.3
ント 52
ーザン

pH4.6 

リグュン 55 

セルローズ102 セノレローズア100

J¥k量 72.3 J¥k量 73.4
ベント 56
ーザン

べント 59
{ザン

pH5.2 pH5.5 

リグユン 60 リグユン 62 

セノレローズ 95

J¥k量 73.1
ヘント 58
{ザン

pH6.3 

リグユン 61 

議
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第 4衰 N部Cパル7・のJ/5c量と品質
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第 5表 NSSCパルプ.のJ/5c量と品質

調|ケ持活(金ド寸;Lン日!:f:l三
N13b 

グ11グ

69.9 

67.5 

66.5 

66.1 

63.6 

肱5

グ 7グ

グ 9グ

グ 5グ

グ 8グ

グ 6グ

グ12グ

グ 4グ

グ 8グ

グ10グ I 57.2 

グ 2グ 1 56.3 

1.251 3.34~ 80.681 75.69 10.981 10.331 0.651 14.30 

1.851 1.171 84.971 75必 12.121 7.371 20.331 18.931 1.401 10.66 



第 6表 NSSCパノレァーの』投量と品質
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第 7表 蒸解によるベント』ザンの移行
(原試料中のベントーザン 29.17%)但しベントーザンは金へントーザンを意味する

5.2 

5.01 

4.8 

5.0 

5.5 

グ

グ

ゲ

pH 
牧量 べントーザン含有率 % I (動原ベント

試科書F競
ハノレア It ノレ I ~ ・tノレ ハノレ7"I 寸Z ノレ I ~-そz ノレ

% ローズf ス了 ロース、 ロースf

N 7 c 77.3 9.0 5.5 23.76 26.76 63 52 34 

ゲ 5c 75.2 90 4.4 21.97 23.30 16.58 57 43 26 

;d2 a 73.4 11.5 5.5 23.38 14.28 16.04 59 27 25 

，;' 13 c 73.1 11，2 6.3 23.08 26.78 18.00 58 50 29 

。11b 71.3 10.8 5.4 20.51 23.87 14.40 50 43 23 

グ 7a 66.9 90 4.7 14.33 17.39 13.49 33 31 23 

グ 6巴 66.4 9.0 4.8 19.16 22.09 16.86 44 38 26 

グ 5a 66.1 9.0 3.9 13.00 15，52 10.25 29 26 16 

グ 8b 66.1 9.1 4.8 17.50 20.07 15.61 40 35 25 

グ 3c 62.8 9.0 6.2 21.44 21.62 17.10 46 39 28 

グ11a 60.4 10.8 4.6 16.88 19.10 35 32 

グ 2b 56.3 9.0 20.33 20.61 13.98 39 34 20 

グ 3a 56.1 9.0 6.0 20.60 21.26 13.49 40 34 19 

グ 2c 54.0 9.0 6.7 18.13 18.86 14.20 34 31 21 

グ

グ
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以上の結果によると，1&量は 54~81~色にわたっていて， 主要成分のl技量はセノレロー

ズ 86 ，.，... 107%，ペシトーザシ 17~69%，リグニン 22~79% であった。廃液の pH は Na2SOa

が20%で， NaHCO'17.93%の条件のとき 9.1，Na~C03 だけを 10% 用いたときに 7.7 を示

し，他は 6.7~3.9 の範囲にあって酸性のものが多かった。パルプの色調は一般に薬品添加

量の多いほど，また蒸解温度の低いほど明色となっている。これらの関係についてさらに

詳しく吟味してみよう。

A.牧量

第1表，すなわち Na2S03とNaHC03の割合の同一組成をもち，その濃度だけ異なる

薬液をつくり，絶乾試料に対するその使用量だけを 1，1.5， 2， 2.5倍とし，最高温度160
0C

および 1700Cで2時間処理した場合の結果によると， まず基本濃度の薬液を用い， 1600C 

で2時間処理の場合のパノレプ1&量は75%で， 主成分のi肱率はセノレロ{ズ100%， ペシト

ーザンとリグニンはともに約60%であったが， 一方温度を 1700Cに高めた場合， ならび

にその水煮前処理の場合のパノレプl股量は，それぞれ66%と61%に減じ，主成分の1&量も

またセノレローズ 96~91%，ペシトーザン 40~38% ， リグニシ 52~42% に減じ，温度の影

響の顕著なことを示した。薬品の用量，すなわち濃度をますにつれて1&量を減ずるが，そ

の影響は温度ほどいちじるしくなし 2倍量までのパルプ1&量は60%以上で，主成分の1&

量もセノレローズ90%以上， ぺγ 十{ザシ 40%以上， リグニン 30%以上を示した。 こと

に，温度1600Cの2時間処理の場合は，薬品用量2倍の場合でもパルプ1&量は63%で，

セノレローズはほとんど冒されることなく， ペント{ザン 46%， リグニシ34%を1&得する

ことができた。

第2表，すなわち Na;30sとNaHCOsとの合量を一定とし，両者の割合を変えた場合

の結果によると，1&量はパノレプ 57~77% ， セノレロ{ズ 86~100% ， ぺント{ザシ 17~63

%， リグニン 34~70% で， 前のパノレプ 54~75% ， セノレローズ 89~102% ， ペシトーザン

34~61% ， リグニシ 22~62% とくらべて， パラツキがはなはだしかった。薬液の組成が

いちじるしく異なり，主要成分中ことにペシト{ザシやリグニシの酸やアノレカリに対する

抵抗力に強弱があるためで，このことはパルプの1&量と組成分との聞にパラツキが多いこ

とからも明らかである。従って同一組成の薬液を用いる場合は，前と同様に!&量は常に温

度と逆比例的に減少し，また同じ処理におけるl吹量は薬液の組成のちがいに応じて，一定

の傾向をもって増減している。

セノレローズは抵抗力が強いため，その!&量はパノレプ!&量と正比例的関係にあるが，ペ

シトーザシは酸，アノレカリの両者， ことに酸に抽出され易く， リグニシはこれに反しアノレ

カリに対する抵抗力が弱いため，廃液の pH値からもわかるように，ペシトーザシやリグ
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ニンのlkE容に大きなパラツキをもたらした。従ってパノレプl股量との関係も区々で， またパ

ノレプの組成にもはなはだしい違いを生じた。第3表の結果もこれと同様であって， N13a 

の場合にもわかるように，パノレプ牧量は65%でセノレローズのl投率も 100%であったが，

ぺシト{ザンのJ&率は28%， リグニシは 45%であった。

B.組成

パルプの組成は蒸解条件によって異なるが， 第4-6表に明らかなように， つぎの範

囲に変化した。 すなわちi吹量54-81%， 廃液の pH3.9-9.1の場合， その組成分は灰分

0.6-2.0%， アノレゴーノレ・ペンゼシ抽出物1.1-6.7%，セノレローズ69-88%，aーセノレローズ

59-81%， 全ペシトーザシ 9-25%， リグ

ニシ 9-2H告で， おおむね高i段量のもの

ほどセノレローズすくなく， リグニンに富ん

でいる。ペシト{ザンの傾向はいちじるし

くなかったが pHの低いものが目立って

小さし 7附近において高い傾向があった。

(第1図参照L

また絶乾試料に対する主成分のl肱率は

セノレローズ46-57'?色，全ペシトーザン 5-

20%， リグニン 5-17%であった。また第

7表によると，ペントーザシ含有量 13-24

%のパノレプにおいて， セノレロ戸ズ中のぺ y

ト{ザシ含有量は 14-27%，a-セノレローズ
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第1圃 pHとべントーザンの幾存率との闘係

中のペシト{ザンは 10-20%で， パノレプに含まれるペントーザンの過半を占め， パノレプ，

セノレローズおよびvセノレロ{ズへのペシトーザンの移行率は， それぞれ29-63%， 26-

52%， 16-34%であった。
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第 9表 絶乾試料に望号する各成分の牧得率
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51 

100 53.18 I 100 I 29.17 I 100 I 21.71 I 100 

23 I 49.28 I 93 I 11.96 I 41 I 8.43 I 39 

11 I 51.12 96 13.30 33 46 I 7.09 

30 I 46.15 I 87 I 6.28 I 22 I 8.18 I 38 

0.66 10 I 47.84 6.00 28 90 I 11.45 39 
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言語トヶlf|;率l三zrtlfλ177AJl元
1京試料 100 2.03 100 6.44 100 53.18 100 29.17 100 21.71 100 

N 7c 77.3 0.61 30 1.82 28 56.78 107 18.36 63 14.47 67 

グ 5グ 75.2 0.59 29 2.42 38 52.93 100 16.52 57 1520 70 

グ 8グ 74.7 0.74 36 1.21 19 54.26 102 17.82 61 13.44 62 

グ 9グ 73.6 1.28 63 2.61 41 53.85 101 14.78 51 13.28 61 

グ13グ 73.1 0.78 38 2.02 31 54.62 103 16.86 58 13.18 61 

グ12グ 72.3 0.95 47 1.47 23 53.07 100 16.28 56 1293 60 

グ11グ 68.3 0.86 42 1.56 24 50.31 95 15.22 52 11.92 55 

グ 6グ 66.4 0.55 27 2.18 組 50.14 94 12.72 44 11.99 55 

グ10グ 65.7 1.05 52 1.14 18 49.06 92 14.11 48 10.99 51 

グ 4ゲ 64.4 0.71 35 1.11 17 51.52 97 14.58 50 9.53 44 

グ 3グ 62.8 0.88 43 0.82 13 52.81 99 13.45 34 

グ 2グ 54.0 0.61 30 0.59 9 47.50 89 9.79 34 I 4.67 22 

III.強度試験

1. 繊維板試験

パルプ中より 4段階をえらび，繊維板を製造してその強度試験を行った。これに用い

た試料は第 11表のような性質のもので忘る。すなわち各種J&量のうちから代表的の 4段

階をえらんで試験に用いた。

第 11表 繊維板と紙の試験に用いた N8::犯P

試料

波

NA (N7c) 

NB (N7b) 

NC (N4b) 

ND (N2巴)

WO
ヴ
-

d
望

月

S

-

-

-

-

w
o
a
a
z
r
u
n
o
 

A.試験方法

オー十クレーヴより取出して水洗したチップの絶乾 250g相当量に水 4000ccを加え，

アスプノレンド・デファイプレータ{により 30秒解織した。 その一部から絶乾 128g相当量
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をとり，アスプノレシド・フリーネステスタ{によって潟、水度を測定した。 また絶乾 10g相

当量の試料をとり， 1.5分離解したのち，ふるい分試験器を用いて試験を行った。さらに絶

乾 500g相当量の試料をとり，ピ{ターに約 1分かけたのち，プレスにかけて 35kg/cm2 

で成形し，さらに熱圧を行った。この処理は 70kgjcm宮に加圧しながら 160
0Cに到達した

ところで終了するが， その間約 10分であった。 これを室内に一夜静置後，試験片言ピ切取

ってから風乾比重を測定した。試験項目，試験機械，試験片の大きさ，ならびに個数はつ

ぎのようである。

試験項目 | 試 験 機 械 | 試験片の大きさ | 試験個数
曲げ強さ | 繊維板曲げ試験器(島津製 5x20cm 3個

衝撃曲げ強き | シヤノレピー衝撃試験器 1x8 cm 5個

B. 結果と考察

a. ふるい分試験

ふるい分試験の結果はつぎのようである。

NA (16 N7 c) 

NB (17N7b) 

NC (15 N 4b) 

ND (14N2巴)

1
11メヲシユ以下

l
山 4メツベ2印メ V ベ位~蜘ツシュ向。メッシュ以上

必.1% 18.8μ10.5% 日μ20.9%

27.2 

24.5 

22.。
28.0 

27.5 

35.。
10.1 

10.0 

9.7 

R
U

向

4
z
u

a
a
n
b
 

29.2 

31.8 

26.8 

ササは柔細胞が多いため， 150 メッ V ュを通過する微細部分が 21~32% の多きに達

するのが注目される。

b. 強度試験

第 12 表にあきらかなように，製板歩J.I:りは 54~41 0;色でるり， 曲げ強さの最高は NC

(N4b)の518kgjcm'へ衝撃曲げ強さの最高は ND(N2c)の24.3kgjcm2であって，木材担〉

より優れた強度を示した。ササの繊維板は強度の高いことがもっとも注目すべき性質と考

えられるが，これは維管束の繊維が繊維束の形のままで成型されていて，長繊維的効果を

あらわして強度を高めているものとも考えられる(第2図参照)。 高取量の製品をえようと

すれば，その色は濃厚となるのが普通であって，明るい感じのものはえられないが強度は

高いから，表面塗装などによってその短所をおぎなうことができる。またブノレプラーノレ製

造などの目的でペントーザシを抽出した残、直のパノレプからも繊維板を造ることは容易であ

るから，これらの方法によってササの特性を生かすことも考えられる。
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第 2111 NSSCササパルプE顕微鏡寓民 (30倍)

左: ロッドミルによって叩解 した繊維 右: 未叩解 (繊維束がみられる)

試料番披 白 49t4量

NA  (N7c) 77.3 

NB (N7b) 69.9 

NC (N4b) 60.9 

ND (N2c) 54.0 

'112重量 硬質繊維板 D 強度
師事 繊 pulp 硬質:繊維板
政 量 | 牧 量・.• ..._ . I .___ 
一一一一一一ー一一ーIF間四 1 1;t ~1_1_ _~ 1 曲 げ強引協田強さ

1世企hiEld 廿 |弘:1蹴比重|℃mpzzl叩 2
76.9 I刷 I23.0 I回 5) [ 53.2 [ 0.87 [ 225 [ 16.9 
79.7 55.7 35.2 96.0 

80.6 49.1 33.2 95.4 

82.6 44.6 27.7 91.1 

2.紙 力 試験

53.5 0.98 

46.8 0.98 

40.6 0.83 

442 

518 

449 

16.5 

15.5 

24.3 

試料は繊維板試験に用いた 4種類の中からNB，NC， NDの3段階をえらぴ，手渡に

よって紙業を調製し，抗張力，破裂度，引裂度，耐折度の諸強度の試験を行った。

A.試験方法

合湿パノレプをプラットスクリ ーンの8カッ トにかけて， 出てきたパルプを 60メッジ

ュのワイヤーでうけ，スクリ ーン上に残った未解繊ノ勺レプはピーターに短時間かけて解織

し，再びスクリ {ニングして得たパルプを合せて，その絶乾300g相当量を，玉研式 lOa
容ラパス型試験ピ{ターに3%濃度を基準としてとり，叩解を行った。叩解しながら一定

時間ご とにピーターの中から試料をすくいとり， 布につつんで含水率約70% に手絞りを

し，その 10gずつ数個を とって，1つはグ日 ーン式カナデア γスタシダ{ド・フリ ーネス

テスタ ーを用いて滅、水度を測定し 1つは水分測定用に 4つは手漉器を用いて強度試験
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用の紙葉を調製した。紙葉は油圧式プレス

で4kg/cm~， 10分間処理後， 電気乾燥器

中で 20分間乾燥し， 4枚の紙葉のうちから

均質なもの 2枚をえらび，第3図のように

切断して強度試験用の紙片を調製し 1夜

室温20
0

C，温度 70%の恒温恒湿室内にお

いて水分を平衡に達せさせ，厚さ，坪量を

測定後，強度試験を行った。

使用器械，試験枚数ならびに試験回数

はつぎの通りである。

4 

1.2.3 

第 3圃 試験片の採取

1.厚 さ オ戸トマチック・マイクpメータ - (vョッパー) 2枚 5回/枚

2. 米坪 化学天秤 2枚

3. 破裂度 電動式ミユレン型破裂度試験器(島津製) 2枚 4回/枚

4. 引裂度 エノレメンドノレフ型引裂度試験器(島津製) 4枚 2回/2枚

5. 抗張力 抗張力試験器(ジョッパー) 8枚 1回/枚

6. 耐折度 耐折度試験器(乙/ョッパー) 8枚 1回/枚

B.結果と考察

紙カ試験の結果は第13表および第4-7図のようである。試験時のブリ{ネスは 750-190

ccで，一般にフリーネスの低下につれて各強度とも次第に上昇する。 すなわち裂断長は

g113暴走 中性亜硫酸ソーダ法パルプの紙力試験

一一一J一手rtlL;。J? 寸~I jtiÌ~~I-=::'_~J3t I~:~_ 
NB (N7b) 

746 72.6 23.9 0.30 0.33 0.48 

482 71.1 15.8 0.45 3.23 1.56 

307 70.3 13.9 0.51 3.97 2.02 

200 70.1 12.7 0.55 4.81 2.34 
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0.33kmから 5.24kmに，比破裂度は0.48から 3.04に，耐折度はOから 71固に増大し，

同じブリ{ネスの場合，蒸解の進んだものの方が強い。ただし比引裂度のみは他の強度と

異なり，フリーネスの低下につれて上昇するが，ある点でピークをつくって低下する。す

なわち NB，NDは400附近がピークで，それぞれ80，99を示し， NCは520附近がピーク

で101を示している。この比引裂度も同じフリーネスでは蒸解の進んでいる方が強いとい

う傾向がみられる。

これらの結果を農林省林業試験場の報告叫と比較すると，フリーネス 200cc附近にお

ける強度範囲は筆者等の結果とほぼ一致しているが，パルプi吹量は筆者等の結果が一般に

高く，高l吹量のパルプにおいても，なお間程度の強度を期待できることを示している。

またこの結果を北海道産カパ材を用いて行った試験の結果"と比較すると， ササはカパに

くらべて1&量はやや低く，強度は比引裂度がわずかに高い値を示しているが，裂断長はや

や低く比破裂度はさらに低い値を示している。したがってササはカパにくらべると1&量お

よび強度の点では幾分劣るが，その特徴を生かすことによって，今後の利用を盛んにする

ことは，充分期待できるものと考えられる。

結言

一般にナナは木材にくらべで蒸解しやすいことは明らかである。えられたパルプは数

例を除いてペシトーザシに富み，色調は高l肢量のものほど濃厚の傾向を示している。中性

亜硫酸ソーダ法によってえたパノレプからは，高い強度の繊維板が造られ，クラブト法やソ

ーダ法によるパノレプはすべて製紙用として造られたものであって，蒸解の進んだものは漂

白も容易であるけれども，この方法によるパルプは漂白は困難であった。しかし高1&量で

あり特色のらる紙を造ることができる。紙力試験のフリーネス別強度をみると，その傾向

は木材と幾分異なるが，よく町解されたクラフトパルプを顕微鏡でみると，ほとんど繊維

の切断されていないことが目立っていて，これと同じ傾向を示している。従って，サナは

繊維板や製紙用のパノレプ原料として，その特徴を生かじて用いることによって，注目すべ

き有望な原料となしうることは容易に考えられる。なお最近北海道林業指導所に北大天塩

第二演習林からササ稗を送り，中性亜硫酸ソーダ法による繊維板が中間工業的規模で製造

されたが， きれいな製品が出ており肱量も 60%という高い値を示しているので， この

方面におけるササの利用はますます有望になるものと考えられる。

摘要

札幌市郊外定山渓産のネマガリダケを用い， STEPHENSON拘の蒸解条件を基礎にして

中性亜硫酸ソーダ法による蒸解を行い，できたパルプの分析，繊維板試験および紙力試験
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を行った。

1. J肢量は， Nel:JSOaとNaHC03の割合が同一で， その濃度だけが異なる薬液で蒸解

した場合(第1表L薬品の用量すなわち濃度をますにつれて低下するが， その影響は温度

ほどいちじるしくなし 2倍量までのパルプJl:¥I:量は 60%以上であった。 また両薬品の合

計を一定にし， その中で両者の割合を変えた場合の結果(第2表)はJl:¥I:量 57-77%であっ

た。

2. パノレプの紹成は牧量 54-81%，廃液の pH3.9-9.lの場合， 灰分 0.6-2.0%，ア

ノレコーノレ・ベシゼン抽出物1.1-6.7%， セノレロ{ズ69-88%，a-セノレローズ59-81%，全

ペシト{ザシ 9-25'7色， リグニン 9-21'7色で，おおむね高l吹量のものほどセノレローズが

少なく 9グニンに富んでいる。 ぺシトーザンの変化はいちじるしくなかったが， pHの

低いものが目立つて少なし 7附近が多い傾向にあった。

3. 繊維板は，パノレプJl:¥I:量 54，61， 70， 77%の4段階のものについて試験を行ったが，

第 12表に示したように強度は木材にくらべて高いことが明らかとなった。

4. 紙力試験はパノレプl吹量54，61，70%のものについて行ったが，一般に同l吹量のカ

パNSSCPのにおとるが， フリーネス別引裂強度に特徴を示し， 利用の方法によっては適

当な分野がえられるものと思われる。

以上の結果からナサは中性亜硫酸ソ{ダ法によって容易に蒸解ができ，かつ強度の高

い繊維板を造ることができるなど，工業原料として注目すべき資源であることがわかっ

た。
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附表蒸解時の温度と圧力の経過

I.JiJi定温度 経過時間四in)

賞験番町で:悶1 111
1醐目同両副5lふ(一一両1201' I fim 
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Summary 

“Sasa" which grew in Jozankei， a suburb of Sapporo， was digested by NSSC 
method. Studies were made of the chemical composition and strength of fiberboard 
and paper made of the obtained pulp. 

1. When “Sasa" was digested with the liquor， whose ratios of Na_S03 to 
NaHCO巧 werethe same but the concentrations were different (Table 1)， the yield 
of pulp decreased with the increase of the chemicals， however， the influence is not 
so obvious as to temperature. When the total of two chemicals is constant but 
the ratio of the two is di妊erent，the yield (Table 2) varies 57 to 77%. 

2. As for the chemical composition， ash varies 0.6 to 2.0%， alcohol-benzene 
extracts 1.1 to 6.7%， cellulose 69 to 88%， a-cellulose 59 to 81%， pentosan 9 to 25%， 
lignin 9 to 21 %; the higher the yield， the less the cellulose but the more the 
lignin. This inclination was not so obvious in respect to pentosan. 
3. The strengths of fiberboards made from the pulps whose yields were 54， 61， 

70 and 770，;色wereexamined. From the results as shown in Table 12， the strength 
of the board is higher than出atof the board from wood. 

4. Strength test was made on the pulps whose yields were 54， 61 and 70%. 
The strength of those pulps is lower than出atof NSSCP from birch， but this shows 

an excellent property in tearing strength. 
According to these results，“Sasa" is digested easily by NSSC method and strong 

fiberboard is obtained， therefore “Sas'a" is a useful resource as material in chemical 
industry. 


